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（平成 23 年 8 月 23 日受付/平成 24 年 7 月 20 日受理）
要約：静岡県伊豆の国市内のヒノキ植林地に多産するヒナカマキリの産卵場所と生活史を調査した。卵鞘は




いずれも地表から 50 cm までの高さであった。同じ試験地で幼虫と成虫の季節的発生消長を調査し，併せて
室内で幼虫を飼育し生活史を推定した。野外調査と室内飼育の結果から，このヒノキ集団は，卵鞘内で越冬
してから主に 6 月に孵化し，幼虫期を経て 9 月以降に成虫となり，産卵後年内に死亡するものと思われた。
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は　じ　め　に







































に覆われ，アオキ Aucuba japonica を中心に，シロダモ
Neolitsea sericea，タブノキ Machilus thunbergii，ヒサカ

























る。1 月 28 日，2 月 4 日，2 月 6 日，2 月 11 日に卵鞘の場





で 16 本で，区画内の全 276 株を対象とした。これら調査
区画のおよその立木位置を格子状に見立てた場合の模式図
を Fig. 1 に示した。すべてのヒノキ株に対して，地表から
























　2 月 26 日に実施した環境要因に関する調査では，調査
区画内ヒノキ株 25 列のうち，1，4，7，10，13，16，19，
22 列目の計 8 列から各 4 本の計 32 株を抽出し，それぞれ
の株について地表からおよそ 70 cm の位置で，斜面上部側
と下部側をペアとして，それぞれ 1 か所ずつ温度，湿度，
照度，放射温度，めくれた樹皮片の多少を記録した。地表










くれている程度が高い側を 2 点，低い側を 1 点とし，判別
がつかない場合はともに 1 点とした。
　これら環境要因の解析では，株の上部側と下部側の間の
比較において，Wilcoxon signed-rank test を用いた。
　次に 2010 年に行った幼虫，成虫の季節的発生消長の調
査方法について述べる。ここでは卵鞘の調査区画を東西に
やや広げた面積約 4000 m2 を調査対象地とした。調査は月
1 回程度とし，2 月 22 日，3 月 30 日，5 月 2 日，5 月 26 日，
6 月 19 日，7 月 21 日，8 月 15 日，9 月 26 日，10 月 17 日，
11 月 27 日，12 月 22 日の計 11 回行った。幼虫と成虫の確
認では，調査地内をランダムに歩いて林床や幹上を探索し






月 8.3℃，3 月 10.0℃，4 月 14.8℃，5 月 19.5℃，6 月 22.2
℃，7 月 25.9℃，8 月 26.4℃，9 月 22.9℃，10 月 18.0℃，
11 月 13.1℃，12 月 8.4℃）に合わせ，明期 13.5 時間，暗
期 10.5 時間の日長条件下で管理した。
　2010 年 2 月 22 日，3 月 30 日，5 月 26 日に計 5 個の卵
鞘を調査地で採集し，直径 9 cm，深さ 2 cm のガラス製
シャーレ内で管理し，孵化時期を調べた。孵化後幼虫は直













　卵鞘位置の地表からの高さの頻度分布を Fig. 2 に示し
た。卵鞘は地表から 70 cm までの高さで多く観察され，確
認数の 65%（106/162）を占めた。平均値±標準偏差は
66.4±48.4 cm，最低値 3 cm，最高値 197 cm であった。ま
た幹上における卵鞘位置の微環境について記録できた全
160 個の卵鞘のうち，めくれたヒノキ樹皮片上でみつかっ





3）。斜面下部側 3 方位における卵鞘数の合計は 93 個で，
上部側 3 方位における 32 個に対しておよそ 3 倍多かった。
調査区画内から選んだ 32 本のヒノキ株について，環境要
因として調べた温度，湿度，照度，放射温度を上部側と下
部側の間で比較した結果を Fig. 4 にまとめた。気温の平均
値は下部側で 13.2℃，上部側で 13.1℃とその差は 0.1℃，







　野外で採集し室内に持ち帰った卵鞘 5 個のうち 3 個から
孵化が確認された。孵化時期は 2010 年 5 月 30 日，6 月 10
日，6 月 20 日，6 月 22 日で，孵化数はそれぞれ 18 匹，19
匹，5 匹の計 42 匹であった。一方，野外では，6 月 19 日
に孵化直後の幼虫を伴う卵鞘 7 個が確認された。野外にお
いて幼虫は 9 月 26 日まで継続して確認され，主な発見場
所はヒノキ株根元および幹，落葉下を含む地表であり，い
ずれも地表から 50 cm までの高さであった。成虫の初確認
は室内で 9 月 3 日，野外では 10 月 17 日であった。野外に
おいて成虫は 11 月 27 日まで確認され，確認場所も幼虫と
同様であった。なお地表2.5 mから 9 mまでの樹上からは，
幼虫，成虫ともに発見されなかった。
　次世代の卵鞘は，野外調査では 9 月 26 日，室内では 10
月 1 日，10 月 19 日，11 月 5 日に確認された。また，室内
Fig. 1　 Schematic standing point of the hinoki cy-
press trees with the number of ootheca of A. 
nawai on trunk of trees. The “×” sign indi-
cates no existence of the standing tree.
Fig. 2　 Height above ground of A. nawai oothecae 
found on hinoki cypress trees.
Fig. 3　 Frequency distribution with compass bearing 
of A. nawai ootheca found on the hinoki cy-
press trees (n＝162). 
Fig. 4　 Comparisons of four environmental factors (temperature, humidity, light intensity and radiation tem-
perature) between upper side and lower side of hinoki cypress tree (n＝32).
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での産卵個体の死亡は 11 月 15 日，12 月 10 日，12 月 24
日であった。
　最後に，生活史についてまとめる。今回の調査による各















































































集団では，卵鞘位置の地表からの高さは平均値で 66 cm で
Fig. 5　 Life history of A. nawai.  Solid lines indicate the occurrence of mantis in ﬁ eld and laboratory.  Dotted 
lines indicate the occurrence of the mantis in ﬁ eld or laboratory.
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Egg Deposition Sites and Life History of the Praying 
Mantis Amantis nawai on a Hinoki cypress 
plantation
By
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Summary：To evaluate the egg-deposition site, oothecae of the praying mantis Amantis nawai were ob-
served in Hinoki cypress plantation in Izunokuni City.  Height, direction (compass bearing), microhabitat 
where oothecae were located were measured.  Oothecae were found on trees 66.2 cm above ground in 
average.  More oothecae faced the lower side (north side) under partly separated bark on tree trunks in 
sloping woodland.  The north side showed low temperature and humidity and has more separated barks 
compared with the opposite side of trunks.  In addition, seasonal occurrence of this insect was studied in 
the field and the laboratory under temperature conditions that were similar to those observed in the 
natural habitat.  The immature larvae hatched during late May to June, and they reached the adult stage 
during September and October.  These insects mainly laid eggs after late September.
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